
青
島
温
州
の
収
穫
時
期
で
す

青
島
温
州
が
本
格
的
な
収
穫
時
期
を
迎
え
ま
す
。
適
期
採
取

を
心
掛
け
、
果
実
を
丁
寧
に
扱
い
、
貯
蔵
と
出
荷
に
つ
な
げ
ま

し
ょ
う
。

腐
敗
防
止

　
貯
蔵
病
害
予
防
の
た
め
、
収
穫
一
週
間
前
を
目
安
に
薬
剤
散

布
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤　
４
０
０
０
倍　

(

収
穫
前
日
ー
4
回)

・
ベ
フ
ラ
ン
液
剤
25　
　
２
０
０
０
倍　
（
収
穫
前
日
ー
3
回
）

収
穫

　
収
穫
時
期
の
判
断
は
、
基
本
的
に
着
色
を
見
て
判
断
し
ま
す
。

年
内
出
荷
用
は
完
全
着
色
、
貯
蔵
用
は
七
～
八
分
着
色
以
上
を

目
安
に
収
穫
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

収
穫
の
際
、
果
実
に
傷
が
つ
く
と
腐
る
原
因
と
な
る
た
め
、

次
の
点
に
注
意
し
て
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
①
手
袋
を
す
る

②
果
実
は
二
度
切
り
し
、
ハ
サ
ミ
傷
や
軸
長
に
注
意
す
る
③
濡

れ
た
果
実
を
収
穫
し
な
い
④
果
実
を
引
っ
張
っ
て
収
穫
し
な
い
⑤

コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
る
際
は
低
い
位
置
か
ら
入
れ
、
量
は
八
分
程
度

と
す
る
。

予よ

措そ

　

収
穫
後
、
直
射
日
光
が
当
た
ら
な
い
風
通
し
の
良
い
場
所

で
、
1
～
2
週
間
か
け
て
ミ
カ
ン
を
乾
燥
さ
せ
、
3
％
程
度
の

果
実
重
を
減
少
さ
せ
ま
す
。
予
措
は
、
果
皮
の
水
分
を
減
少
さ

せ
、
貯
蔵
時
に
湿
度
の
影
響
を
受
け
に
く
く
す
る
重
要
な
作
業

で
す
。
慣
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
ミ
カ
ン
を
10
個
ほ
ど
ネ
ッ
ト

等
に
入
れ
て
ミ
カ
ン
の
重
さ
を
量
り
減
少
率
を
計
算
し
ま
す
。

貯
蔵
管
理

令
和
４
年
産
の
準
備

　
来
年
に
向
け
て
準
備
を
始
め
て
い
る
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
効
果
的
な
薬
剤
を
使
用
し
た
こ
と
で
、
ウ
ン
カ
類
の
被

害
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
き
な
被
害
を

出
さ
な
い
た
め
に
も
、
引
き
続
き
警
戒
が
必
要
で
す
。
令
和
4

年
産
用
の
「
水
稲
肥
料
農
薬
年
特
予
約
注
文
書
」
掲
載
の
お
す

す
め
の
農
薬
と
肥
料
を
参
考
に
、
令
和
４
年
産
に
向
け
て
万
全

の
準
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ウ
ン
カ
類
の
防
除
に

　
適
切
な
農
薬
使
用
で
ウ
ン
カ
類
や
カ
メ
ム
シ
の
防
除
を
徹
底

し
、
被
害
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
育
苗
箱
施
用
剤
】

・
フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル
箱
粒
剤

・
ブ
イ
ゲ
ッ
ト
フ
ェ
ル
テ
ラ
チ
ェ
ス
Ｌ
粒
剤

ウ
ン
カ
類
の
対
策
と
し
て
、
残
効
が
長
期
間
期
待
で
き
る
殺

虫
＋
殺
菌
剤
で
す
。

・
フ
ェ
ル
テ
ラ
チ
ェ
ス
箱
粒
剤

ウ
ン
カ
類
へ
の
残
効
が
長
期
間
期
待
で
き
る
殺
虫
剤
で
す
。

【
散
布
剤
】

・
エ
ミ
リ
ア
フ
ロ
ア
ブ
ル

昨
年
の
新
規
農
薬
で
ウ
ン
カ
類
、
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
、
カ

メ
ム
シ
類
に
高
い
殺
虫
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

※
登
録
作
物
は
水
稲
の
み
な
の
で
、
防
除
散
布
の
際
は
ド
リ

フ
ト
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
粒
剤
】

・
ス
タ
ー
ク
ル
豆
つ
ぶ

使
用
時
期
：
収
穫
７
日
前
ま
で

使
用
量
：
２
５
０
ｇ
／
10
ａ　
使
用
回
数
：
３
回
以
内

有
効
成
分
の
ジ
ノ
テ
フ
ラ
ン
が
、
ウ
ン
カ
類
や
カ
メ
ム
シ
類

に
対
し
て
高
い
殺
虫
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
ま
た
、
カ
メ
ム

シ
類
に
対
す
る
吸
汁
阻
害
効
果
で
効
率
的
な
斑
点
米
抑
制
が

期
待
で
き
ま
す
。

異
常
気
象
に
負
け
な
い
米
作
り

　
天
候
不
順
や
異
常
高
温
、
台
風
の
襲
来
な
ど
が
多
発
す
る
中

で
、
収
量
の
増
加
や
良
質
な
米
を
生
産
す
る
に
は
地
力
や
根
張

り
が
大
切
で
す
。
根
張
り
の
促
進
や
倒
伏
の
防
止
、
登
熟
向
上

な
ど
に
役
立
つ
ケ
イ
酸
を
含
む
土
壌
改
良
材
を
施
用
し
、
土
作

り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
土
壌
改
良
材
】

・
オ
イ
ス
タ
ー
ミ
ネ
ラ
ル
（
カ
キ
殻
入
り
ケ
イ
酸
資
材
）

80
～
１
０
０
㎏
／
10
ａ

成
分
：
ケ
イ
酸
17
％
、
ア
ル
カ
リ
分
45
％

含
有
成
分
：
苦
土
３
％
、
そ
の
他
微
量
要
素

・
と
れ
太
郎

60
～
80
㎏
／
10
ａ

成
分
：
ケ
イ
酸
30
％
、
リ
ン
酸
６
％
、
苦
土
12
％

・
け
い
酸
加
里
プ
レ
ミ
ア　
34

40
～
60
㎏
／
10
ａ

成
分
：
ケ
イ
酸
34
％
、
カ
リ
20
％
、
苦
土
４
％
、
ホ
ウ
素
0.1
％

ま
た
、
浮
皮
の
果
実
は
5
％
程
度
と
や

や
強
め
の
予
措
を
行
い
ま
す
が
、
予
措

を
行
っ
て
も
貯
蔵
性
が
劣
る
た
め
、
軽

度
の
浮
皮
で
あ
れ
ば
1
～
2
月
ま
で
、

中
程
度
の
浮
皮
で
あ
れ
ば
1
月
ま
で
の

貯
蔵
と
し
、
早
め
の
出
荷
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

貯
蔵
管
理

　
貯
蔵
に
最
適
な
環
境
は
、
入
庫
量
1
坪
1
ｔ
と
し
、
貯
蔵
適

温
5
～
8
℃
、
湿
度
85
％
で
す
。
貯
蔵
庫
内
の
点
検
を
１
か
月

に
1
～
2
回
行
い
、
腐
敗
果
の
除
去
や
貯
蔵
箱
の
差
し
替
え
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
コ
ン
テ
ナ
い
っ
ぱ
い
に
果
実
を
入
れ
た
り
貯

蔵
庫
に
コ
ン
テ
ナ
を
詰
め
込
み
す
ぎ
る
と
、
風
通
し
が
悪
く

な
っ
て
加
湿
気
味
と
な
り
、
貯
蔵
中
に
浮
き
皮
や
腐
敗
が
増
え

る
原
因
に
な
り
ま
す
。
逆
に
、
過
乾
燥
に
な
っ
て
も
果
皮
に
萎

び
が
生
じ
て
し
ま
う
の
で
、
貯
蔵
庫
内
外
に
温
湿
度
計
を
設
置

し
、
適
切
な
温
湿
度
の
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
小
栁

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
小
栁
博
明
博
明

令
和
４
年
産
の

農
薬
と
肥
料
の

ご
紹
介

金
谷
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
　
北
川
一
彦

金
谷
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
　
北
川
一
彦

予措の程度の調べ方
（３％予措の場合）

予措後　970g予措前　1,000g

３％予措

ア グ リ ワ ー ク ポ イ ン ト


